
第５学年 算数科学習指導案（少人数指導） 

                              
【じっくりコース】    
【ちゃくちゃくコース①】 
【ちゃくちゃくコース②】 
【チャレンジコース】   
 

１ 単元名 
   「 四角形と三角形の面積 」 
 
２ 単元の目標（学習指導要領） 

Ｂ（３）平面図形の面積（下線は本時と関わる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 指導の立場 
（１）題材観 

本単元で育成すべき資質・能力は、直線で囲まれた基本的な図形の面積について、求積公式に数値
を代入して図形の面積を計算で求めるだけでなく、図形を構成する要素に着目して、既習の求積可能
な図形の面積の求め方に帰着させて考えたり、その考えを説明したりすることである。児童は今まで
に、複合図形の面積を求める際に、既習の長方形や正方形の求積可能な図形に直すという見方・考え
を働かせてきている。本単元では、平行四辺形、三角形、台形、ひし形など様々な基本図形に広げ、
単元を通して繰り返しこの見方・考え方を働かせていくことで、より確かなものにしていきたいと考
える。さらに、基本図形の面積の求め方を見いだすだけでなく、その表現を振り返り、簡潔かつ的確
な表現に高め、公式をつくりだしていくことも、身に付けさせたい大切な資質・能力であると捉えて
いる。図形を操作しながら、常に「どんな時にも通用する方法か」「自分の考えが簡潔で、聴き手に
分かりやすい表現になっているか」という視点で振り返り、児童自らが「数学的な見方・考え方」を
積極的に働かせ、さらに豊かで確かなものにしたいと考える。 
 

（２）児童の実態と指導の方向  
本学年の児童は、どの教科においても意欲的に取り

組むことができ、学級全体や小集団グループなど母体
の大小にかかわらず積極的に意見を交流することが
できる。しかし、算数科の学習においては課題解決に
向けた考えづくりに意欲的な児童と、苦手意識をもつ児童の個人差が非常に大きい。年度初めに行っ
た学級一斉授業では、得意な児童にとっては自力解決後に全体ができるまで待つ無駄な時間が生じて
しまったこと、苦手な児童にとっては自力解決ができず、その後の活動全般に消極的にならざるを得
なかったことが問題となった。また、得意な児童だけが考えを説明することが多く、その他の児童は
自分の考えを論理的に説明する力がなかなか育たなかった。教師も能力の差を補おうと、ヒントコー
ナーを準備したり、机間指導で丁寧に教えたりと努力はしたのだが、とても担任一人で見届けができ
る数ではなかった。そして全体追究時は、個々の考えを把握できていないまま指名し、意図的な授業
展開ができなかった。   
そこでこの個人差を埋めるために、習熟度別の少人数指導を取り入れた。それぞれのコースの児童

の実態に合わせて、授業展開を考えたり問題や手立てを準備したりすることができるよさがある。夏
休み前に児童に行った「実態調査のアンケート」には、「自分のペースで学習が進むので安心できる」
「自分の意見を進んで話すことができるようになった」「いろいろな考えに出会うことができて楽し
い」などの記述が見られ、少人数指導による学習のよさを感じている児童が多く見られた。また、１
０月に再度行った同じ「実態調査アンケート」からは、算数が苦手な児童からは、「算数が苦手な自
分でも楽しく学習できるようになった」「分かるって、うれしい」という記述が見られ、得意な児童
からは、「難しい問題でも、誰かに頼るのではなく自分で粘り強く考えることができるようになった」
などの記述が見られるなど、自力解決できることに喜びを感じる児童がさらに増えてきた。 

（３）平面図形の面積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導
する。 

  ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ア） 三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積の計算による求め方について理解すること。 
  イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
 （ア） 図形を構成する要素などに着目して、基本図形の面積の求め方を見いだすとともに、その表

現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこと。 



このように、少人数のコース別学習を取り入れ、児童の実態に合わせて指導方法を工夫していくこ
とは、どの児童にも思考する楽しさを実感させ、主体的な学びを引き出していけると考える。本時も、
習熟の程度に応じた授業展開を工夫することで、どの児童にも分かる喜びやできる喜びを味わわせて
いけるようにしたい。 
 
 

４ 研究内容とのかかわり 
【研究内容１】単元構成の工夫改善 

単元を通して「既習の図形の求積方法に帰着して考えること」を大切にしていきたい。そのために、
単元の導入で「未習の図形についても、既習を生かして面積を求めることができないだろうか」とい
う単元を通した課題を設定し、常に既習の図形を基にして新たな図形の面積の求積方法を考えていく
ようにする。さらに、常に既習の求積方法に帰着できるように、「２倍する」「回転する」「補助線
を入れる」のように、図形の面積を求めるときに皆で見付け出した変形の操作方法（面積を求めるた
めの大切な見方・考え方）や獲得した公式を、毎時間個人の【アイテムカード】に記録して残してい
く。個人追究時は、机上の【アイテムカード】を活用することで、「今日はどの図形に変形できそう
かな」「どの操作を使うと既習の図形に変形できるかな」と想起し、選択できるので、自力解決にも
役立つと考える。単元が進むにつれてアイテムが増え、課題解決するために必要な見方・考え方も広
がり、複数のアイテムの中からより簡潔で分かりやすい方法を選んでいくことができるようになると
捉えた。こうして単元の終盤では、複雑な図形の面積も発展的に考察する力を身に付けることができ、
児童が主体となって楽しみながら活動する姿を期待している。 
「問題２（うり問）」については、児童の実態に合わせてコース毎に変えている。【じっくりコー

ス】は、本時のねらいに迫るための一番基礎的な問題を位置付けている。また【ちゃくちゃくコース】
は、コース内の能力差が一番大きいことを考慮し、「問題１」に多少の抵抗を加えた基本的な問題や、
＋αで選択できるよう問題を準備し、どの児童も時間いっぱい考えきることができるように配慮し
た。【チャレンジコース】は、数学的な表現を柔軟に用いてコミュニケーションを図ったり、新しい
概念を構成し、原理や法則を見いだしたりするなど、統合的・発展的に考察する力を養うことができ
るような問題を位置付けた（単元指導計画参照）。 
また、「既習の図形の求積方法に帰着して考えること、相手に伝わるように説明すること」を大切

にしていきたい。そのために、面積の求め方を考える際には、具体物を用いて実際に切って動かした
り補助線を入れたりするなど、毎回、操作して考える活動を仕組んでいく。「個人追究」で、考えを
ノートにまとめる前に、タブレットを使って思いついた操作をいくつも試す時間を設ける。タブレッ
トを活用して考えるため、うまくいかなければ操作をやり直し、また違う考えを試すことができる。
あるいは、操作を何度もやり直せるため、１つの考えだけでなく複数の考えを試すことができる。そ
の結果、考えを広げたりいろいろな方法を見付けたいという意欲の向上につながったりすると考え
る。 
また、「全体追究」や「交流」で、自分の考えを説明する際にも積極的にタブレットを活用したい。

タブレットで図形を操作しながら既習のどの図形に帰着したのかを説明し、ノートで変形した後の図
形の底辺や高さの長さを明らかにしながら求積方法を説明することで、聴き手に、操作の手順や根拠
を明確に伝えることができると考える。このように、具体物を繰作しながら考えたり説明したりする
学習を、単元内で繰り返し行うことで、思考力や表現力を高めていきたい。 

 
 
【研究内容２】授業展開の工夫改善 
① 自己解決につながる「課題化」の設定について 
問題提示後、【アイテムカード】を見ながら「切って動かすとどうなるかな」「前時の三角形の面

積は使えるかな」と前時までの学習を基に解決の方法を想起する場を大切にしたい。その後「話し始
めのプレート」を使って意見交流し、どの児童も課題解決の見通しをもって個人追究に臨みたい。 
【アイテムカード】のコース毎の使い方は、次頁の表のとおりである。 
 

② 学び合う場の設定について 
本時の「個人追究」では、自分の考えをノートに記入する際、元の台形の上底部分は赤、下底部分

は青で色を付け、どの部分がどこに移動したのか分かるようなクラスルールを用いる。また本時まで、
どう操作したかが分かるように図に矢印をかき込んだり、図と式を結びつけたりして考えの跡が分か
るノートづくりを進めてきた。このルールは、自分の考えを整理して表現したり、筋道立てて相手に
説明したりするときに有効な手立てであると考える。 
また毎時間、コース毎に適切な交流方法を考え、次頁の表のように設定している。 



 
③ 活用の場の設定について 
どのコースも共通して「問題１」では一般的な台形を扱い、「問題２（うり問）」では特殊な形の

台形を扱う。この２問を通して、どんな台形でも既習の求積可能な形に変形すれば面積を求めること
ができることに気付き、一般化を図ることをねらいとしている。次頁の表のように、コース毎に児童
の実態に沿った問題を設定した。「問題１」で導き出した見方・考え方を発展的に活用していける「問
題２（うり問）」を児童の実態に沿って設定していくことは、大切にしたい見方・考え方を広げ深め
るだけでなく、さらには児童の意欲も引き出していくことにつながっていくと考える。 
 
 
＜各コースの学びの工夫＞ 

 【じっくりコース】 【ちゃくちゃくコース】 【チャレンジコース】 

① 

課
題
化
の
設
定 

教師と一緒に【アイテムカ
ード】を見ながら、どの既習
のアイテムが使えるか確認す
ることで解決の見通しをもつ
ようにする。 

【アイテムカード】を見な
がら仲間と意見交流する中で
いくつかの解決方法があるこ
とに気付き、自分はどの方法
で解決していくのか見通しを
もつようにする。 

【アイテムカード】を利用し
て、様々な方法の中からより簡
潔な方法を選んでいく姿を期
待する。 

② 

学
び
合
う
場
の
設
定 

スクランブルやペアなどの
交流ではなく、全体で質問し
たり教え合ったりして、仲間
との学び合いから、既習の求
積可能な図形に変形すればよ
いことに気付かせ、児童から
出なかった考えは教師から提
示し、新たな見方・考え方と
して理解していけるような
「全体交流」を位置付けた。 

「全体追究」に入る前に、
自分の考えを聴き手に話すこ
とで自分の考えをより確かな
ものにしたり、自分の説明が
聴き手に伝わるかどうかを確
認したりするために「ペア交
流」を位置付けた。 

多様な考えが出てくること
が予想されるため、自分の考え
とは違う考えに触れることを
大切にした「スクランブル交
流」を位置付けた。交流を通し
て自分の考えとの相違点や共
通点を見付け、どの考えも今ま
での学習のように既習の求積
可能な図形に帰着すれば求め
ることができることに自分で
気付くことができる姿を期待
する。 

③ 

活
用
の
場
の
設
定 

形の単純な直角台形を扱
う。直角台形は、倍積変形等
すると長方形になるので本時
のまとめである「平行四辺形
や長方形など既習の形に変形
すればよい」という考えを児
童の言葉から引き出すことが
できる。さらに、１問目で教
師から提示された考え方（三
角形に分割）を使って児童が
自力で解く機会にもなり、定
着を図ることができると考え
た。 

直角台形に加えて高さが底
辺の延長線上にある特殊な形
の台形の２つを扱う。コース
内の能力差が一番大きいこと
を考慮し、レベルの違う問題
を複数準備することで、児童
が習熟の程度に応じて自己選
択できるようにした。 

台形そのものの面積ではな
く、台形や平行四辺形の性質を
利用して既習の図形に変形す
る問題を扱う。本時のアイテム
だけでなく、既習のアイテムの
どれを使うとより簡潔に求め
ることができるのかを考える
ことで、見方・考え方をさらに
深めていくことにつながると
考える。 

 

１０ｍ

７ｍ

３ｍ
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２ｍ ２ｍ



５ 本時（８／１２） 

（１） ねらい 平行四辺形や三角形など既習の図形の面積の求め方をもとにして、台形の面積の求め方を考える数学的活動を通して、倍積変形・等積変形したり、三角形に分割したりして既習の求積公式が使える図形にすれば 

よいことに気付き、その考え方をタブレットを利用して分かりやすく説明することができる。 

（２）展開 

（３）評価規準 

 

 
過
程 

学 習 内 容 研究内容にかかわる指導・援助 
（□教材・教具） 【じっくりコース】 【ちゃくちゃくコース】 【チャレンジコース】（少人数教室） 

つ 
か 
む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考 
え 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深 
め 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と 
め 
る 

 
 
 
 
 

・２枚の台形を合わせて平行四辺形にならないかな。 

・切って動かしたら平行四辺形にならないかな。 

・前時の三角形の公式を使えないかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.自分の考えを相手に伝える活動を通して、大切な 
見方や共通点を見付け思考を深める。【全体追究】 

・移動させる方法以外にも、分ける方法もあるんだな。 
・どの考えも、今までに学習した形に直せば、公式を
使って計算することができる。 

５．【うり問】に取り組み、一般化を図る。 
 
 
 
 
・違う台形でも平行四辺形や 
長方形に変形したり、三角形 
に分けたりすれば、公式が使えるので面積を求める
ことができる。 

６．明らかになったことを整理し、大切な考え方をま

とめる。 

・平行四辺形や三角形だけでなく長方形にしても公式

が使えるから、習った図形に変形することが大切な

考え方なんだ。 

 

 

７．本時の振り返りをする。 

 
 
 

 

 

・今までの学習と違って、台形の図形だ。 
・今までの学習を使って、２倍にしたり、回転させた
り、補助線を引いたりすれば、今までに習った公式
（アイテム）を使って求められないかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.自分の考えを相手に伝える活動を通して、大切な
見方や共通点を見付け思考を深める。 

【ペア交流・全体追究】 
・方法や式は違うけど、どの考え方も面積を２倍にし
たり半分にしたり、補助線を入れたりして、三角形
や平行四辺形にすれば、公式を使って計算できる。 

５．【うり問】に取り組み、一般化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・どんな台形でも、面積を２倍したり半分に切ったり

補助線を入れたりして、平行四辺形や長方形、三角

形にすれば面積を求めることができる。 

６．明らかになったことを整理し、大切な考え方をま
とめる。 

 

 

７．本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

・今までの学習を使って、もっているアイテムが使え

るように変形すればよい。 

・なるべく補助線や移動は少ない方が説明しやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４.自分の考えを相手に伝える活動を通して、大切な
見方や共通点を見付け思考を深める。 

【スクランブル交流・全体追究】 
・どの考えも、既習の三角形や平行四辺形の公式を使

うために２倍に変形したり、面積は変えずに変形し

たり、分けたりしている。 

５．【うり問】に取り組み、一般化を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

・平行を利用して台形をスライドすると、平行四辺形

や長方形になって、アイテム（既習の公式）が使え

るから簡単に面積を求めることができる。 

６．明らかになったことを整理し、大切な考え方をま

とめる。 

 

 
７．本時の振り返りをする。 

□問題提示後、話し始めのプレートを使って話し合いを
進めることで、平行四辺形や三角形の面積を求めたと
きのように、既習の形に変形すればアイテム（公式）
が使えそうだという見通しをもたせる。また、机上の
アイテムカードを見ながら、想起したり選択したりで
きるように常に位置付ける。   【研究内容２①】 

・個人追究まではどのコースも同じ流れで進む。ただ
し、時間配分は異なる。【じっくりコース】は児童の
理解する様子を確認しながら時間をかけて進め、【チ
ャレンジコース】は交流や【問題２】に時間を費やせ
るような時間配分とする。     【研究内容１】 

□個人追究時、タブレット上の図形を操作することで、
時間内に何度もやり直したり、他の方法に気付いたり
することができ、個人の中でも思考を広げたり深めた
りしながら考えを進めることができる。その後ノート
には、自分の考えひとつを選び、移動や回転、高さと
見た部分などを矢印や色を使って示し、分かりやすく
説明するよう助言する。      【研究内容１】 

・交流時は図形をどう切ったり動かしたりしたかを、タ
ブレットを活用して相手に見せ、その後の式や計算方
法を自分のノートを見せて説明する。タブレットとノ
ートの使い分けをしながらわかりやすく相手に伝え
るようにする。         【研究内容２②】 

・全体追究時、児童は自分の考えを図形移動や変形をＩ
ＣＴ黒板で見せた後、黒板で図形と式と言葉をつなげ
ながら説明するスタイルで３つの考え方を順に出し
ていく。この時児童に、自分の考え方と比べ、共通す
ることは何かを考えながら聞くように助言する。  

【研究内容２②】 
・【うり問】はコース毎に問題レベルを変えて提示する。 
【じっくりコース】は直角台形を提示し、変形して長
方形になるパターンも経験させる。２問を通して、ど
んな台形も既習の公式を使って面積を求めることが
できることを確認し、一般化を図る。 
【ちゃくちゃくコース】は、特殊な台形（直角台形と
高さが底辺の延長線上にある台形の２種類）を提示
し、どちらも【考え１】で学んだ方法で既習の図形に
変形できることを確認して一般化を図る。 
【チャレンジコース】は、左図のような平行四辺形か
ら平行四辺形を抜き取った図形が台形であることを
確認し、本時学んだ方法以外のスライドを活用して平
行四辺形に変形できることに気付かせ、既習の公式を
使って求めるよさを味わわせる。 【研究内容２③】 

・児童の「変形したり、移動したり、分けたりすれば習
った図形にできる」や「アイテム（習った面積の公式）
が使えるよう、図形を変形すればよい」などの言葉を
もとに、皆で見付けた大切な見方・考え方をまとめと
して位置付ける。        【研究内容２③】 

  倍積変形・等積変形したり、三角形に分割したりして、既習の求積公式を使って台形の面積の求め方を考え、タブレット端末で図形を操作しながら聴き手に分かりやすく説明している。 

                                                   【思考・判断・表現】（ノート・発言・つぶやき） 

【まとめ】台形の面積も、平行四辺形や長方形に変形したり、三角形に分割したりして、これまでに学習した形にすれば公式を使って求めることができる。 

 
 

【問題２】次の台形の面積の求め方を説明しよう。 【問題２】次の平行四辺形・長方形の色のついた 

部分の面積を、くふうして求めよう。 

【問題１】 右の台形の面積を求めましょう。 

【問題２】右の台形の 

面積の求め方を説明しよう。 

１． 問題場面を把握し，既習内容との違いを明らかにする。 

２.本時の課題を設定し，課題追究に向かう。 

【課題】 図形を回転したり切ったりして習った公式が使えるように変形し、台形の面積の求め方を説明しよう。 

 
３．自分の考えをまとめる。【個人追究】 

【考え①】２倍してひっくり返す 【考え②】対角線で三角形をつくる 【考え③】高さの半分で切って返す       【その他の考え例】 
 

１０ｍ

７ｍ

３ｍ

３ｍ

２ｍ ２ｍ



６ 単元指導計画 

★単元の目標 

平行四辺形、三角形、台形、ひし形などの面積の求め方を考え、公式を導き出してそれらの面積を求める

ことができる。 

★主な見方・考え方 

  図形の求積方法について、図形の特徴に着目し、求積可能な図形に帰着させて考えること。 

★単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・必要な部分の長さを用いること
で、三角形、平行四辺形、ひし形、
台形の面積は計算によって求める
ことができることを理解してい
る。 

・三角形、平行四辺形、ひし形、台
形の面積を、公式を用いて求める
ことができる。 

・三角形、平行四辺形、ひし形の面
積の求め方を、求積可能な図形
の面積の求め方を基に考えてい
る。 

・見いだした求積方法や式表現を
振り返り、簡潔かつ的確な表現
を見いだしている。 

・求積可能な図形に帰着させて考え
ると面積を求めることができると
いうよさに気付き、三角形、平行四
辺形、ひし形、台形の面積を求めよ
うとしている。 

・見いだした求積方法や式表現を振
り返り、簡潔かつ的確な表現に高め
ようとしている。 

 

時 ねらい 
主 な 学 習 活 動 指導・援助 

◎大切にしたい考え方 
■個に応じた手立て 【じっくりコース】 【ちゃくちゃくコース】 【チャレンジコース】 

１ 

 長方形や正

方形など既習

の図形の面積

の求め方をも

とにして、平

行四辺形の面

積の求め方を

考える数学的

活動を通し

て、等積変形

をして既習の

求積公式が使

える図形にす

ればよいこと

に気付き、そ

の考えをタブ

レットを利用

して分かりや

すく説明する

ことができ

る。 

１．問題場面を把握し、課

題づくりをする。 

・長方形と正方形の面積

の求め方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２．全体追究で、全員一斉

に、教師と同じ位置で

切って移動させ、長方

形に変形して面積を求

める方法を知る。 

３．個人追究で、切る場所

を変えても、既習の長

方形に変形すれば「た

て×横」で面積をも求

めることができるか確

かめる。 

 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

・「切る」「移動する」など

の、今後面積を求める

ときに使えそうな方法

を【アイテムカード】に

残していく。 

６．振り返りをする。 

１．問題場面を把握し、課

題づくりをする。 

・アプローチページをも

とに、面積の求め方を

学習した図形と学習し

ていない図形に分類

し、面積の求め方を想

起する。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、実際に図

形を切ってスライドさ

せて、長方形を作る。 

３．全体追究で長方形に

なおせば、長方形の公

式に当てはめて計算で

きることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

・「切る」「移動する」など

の、今後面積を求める

ときに使えそうな公式

や方法を【アイテムカ

ード】に残していく。 

６．振り返りをする。 

１．問題場面を把握し、課

題づくりをする。 

・長方形の枠の具体物を

提示し、辺の長さが等

しい長方形と平行四辺

形の面積は等しいか否

かの話し合いから、平

行四辺形の求積方法を

見付けることに必然を

もたせ、課題追究に入

る。          

 

 

 

 

 

２．個人追究で、既習の形

に変形すれば公式が使

えることに気付く。 

３．スクランブル交流で、

タブレットで図形の移

動をノートで計算など

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、それぞれ

の考え方の共通点を見

付け、辺の長さが等し

い長方形と平行四辺形

の面積に違いがあるこ

とに気付く。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

・方法を【アイテムカー

ド】に残していく。 

７．振り返りをする。 

◎「未習の図形につい

て、面積を求める公

式を作り出す」とい

う単元の出口を設

定する。 

 

◎長方形や正方形な

どの求積可能な図

形に帰着し、既習の

求積公式を使って

考える。 
 

◎「垂直な線で切り取

って移動させる」と

平行四辺形の面積

が求められるとい

う見方・考え方を引

き出すとともに、ど

のような平行四辺

形の面積でも求め

られる方法につい

て見方・考え方を深

めていく。 

 

◎【アイテムカード】

に本時の大切な見

方・考え方をストッ

クしていく。 

（※この先毎時間行う） 

４．【うり問】で，一般化を図る。 

課題 平行四辺形の面積

の求め方を考えよう。 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

平行四辺形を長方

形に変形し、既習

の求積公式を使っ

て、平行四辺形の

面積の求め方を分

かりやすく説明し

ている。 

問題２ 右の平行四辺形の面積を

求めるとき、どのような形に変えま

すか。図に表して、面積を求める式

を書き、説明しよう。 

 

課題 平行四辺形の面積

の求め方を考えよう。 

まとめ 平行四辺形の面積は、長方形に変形すれば、

長方形の公式を使って求めることができる。 

課題 平行四辺形の面積

の求め方を考えよう。 

問題２ 
さらに 

倒した平行四辺形の面積を

求めその後を予想しよう。 

問題１ 次の平行四辺

形の面積を 

求めよう。 

 

 
問題１ 次の平行四辺

形の面積を 

求めよう。 

 

 

問題１ 次の平行四辺

形の面積を 

求めよう。 

 

 



２ 

平行四辺形

に関する「底

面」、「高さ」

の用語とそれ

らの意味を理

解し、それら

を用いて簡潔

かつ的確な求

積公式を見付

ける数学的活

動を通して、

求積公式を導

き出し、どの

辺を底辺と見

るかによっ

て、高さが決

まることに気

付き、「底辺」

×「高さ」の

公式を使って

正しく面積を

求めることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、変形した

長方形の縦と横の長さ

は、もとの平行四辺形

のどこ長さにあたるの

か図の中に底辺は赤、

高さを青で書き込む。 

３．全体追究で、面積を求

める時に必要な長さに

ついて話し合い、平行

四辺形の「底辺」「高さ」

の用語と意味を知り、

公式にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

 

６．練習問題で習熟を図

る。 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、長方形の

縦と横の長さは元の平

行四辺形のどこの長さ

に当たるのか、色や矢

印を使って考える。 

３．ペア交流を行う。 

４．全体追究で、面積を求

めるときに必要な長さ

を確認する。また、平行

四辺形の「底辺」「高さ」

の用語と意味を知り、

公式にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、補助線を

入れた場所や、長方形

の「縦」「横」がもとの

平行四辺形の「高さ」

「底辺」にあたること

などを、色や矢印など

を使って分かりやすく

示す。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、共通点に

気付き、公式をつくる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

◎平行四辺形の「底

辺」や「高さ」が面

積を求めるのに必

要な要素であるこ

とを見出す。 

 

・平行四辺形のどの構

成要素に着目する

とよいか、共通点を

話し合う。 

 

◎平行四辺形→長方

形に等積変形した

際、変形する前の平

行四辺形のどの部

分にあたるかを全

体で確認し、長方形

の「縦」、「横」が新

しく算数用語とし

て平行四辺形の「高

さ」、「底辺」と呼ば

れることをおさえ

る。 

 

 

 

３ 

既習の平行

四辺形の面積

の求め方をも

とにして、高

さが底辺の延

長線上にある

平行四辺形の

面積の求め方

を考える数学

的活動を通し

て、既習の平

行四辺形に変

形すれば求積

公式が適用で

きることに気

付き、その考

え方を説明す

ることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、公式に当

てはめて計算をする。 

高さが平行四辺形の中

に入るように形を変え

ても、１８㎠になるの

か確かめる。 

３．全体追究で、どの考え

でも「底辺」×「高さ」

で面積を求めることが

できることに気付く。 

４．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

・平行な直線の間で底辺

が同じ平行四辺形の面

積について確認する。 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、図形を切

ってスライドさせた

り、補助線を入れたり、

２倍にしたりして、高

さが底辺上にある平行

四辺形に変形すればで

きることに気付く。 

３．ペア交流で、タブレッ

トとノートを使って分

かりやすく説明する。 

４．全体追究で、平行四辺

形は全て高さが等しい

ということに気付く。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、高さが図

形の中にあれば、既習

の平行四辺形の求積公

式が使えることに焦点

をしぼって考えを進め

る。 

３．スクランブル交流で、

タブレットで図形の移

動をノートで式や計算

などを筋道立てて説明

する。 

４．全体追究で、公式が使

えることを確認する。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．振り返りをする。 

◎平行四辺形の高さ

が、底辺の延長線に

対して垂直である

ことを確認し、前時

との違いに気付か

せる。 

 

◎高さが底辺上にあ

る既習の平行四辺

形に帰着し、既習の

平行四辺形の求積

公式を使って考え

る。 

５．(４．)【うり問】で，一般化を図る。 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

 

問題１ 右の平行四辺形の面積を 

計算で求める方法を考えよう。 

まとめ 平行四辺形の面積＝底辺×高さ 

底辺と高さが分かれば、平行四辺形の 

面積を求めることができる。 

【評価規準】 

◆知識・技能◆ 

平行四辺形の「底

辺」、「高さ」の用

語とそれらの意味

や、求積の公式を

理解し、公式を適

用して面積を求め

ている。 

課題 どの長さが分かればよいのかを確かめ、 

     平行四辺形の面積を求める公式をつくろう。 

②習熟を 

図る時間 

問題１ 右の平行四辺形で、辺ＢＣを底辺としたとき、 

面積が 底辺×高さ で求められるか考えよう。 

まとめ  高さが平行四辺形の外にあっても、 

平行四辺形の面積は、底辺×高さで求めることができる。 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

課題 高さが平行四辺形の外にあるときも公式が使えることを確かめよう。 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

既習の平行四辺形

の面積の求め方を

もとにして、高さ

が底辺の延長線上

にある場合の面積

の求め方を考え、

聴き手がより分か

りやすいように説

明している。 

問題２ 右の平行四 

辺形の○あ～○う  の 

面積が等しいわけを 

説明しよう。 

問題２ 次の平行四辺

形の面積 

を求め 

よう 

問題２ 次の平行四辺

形で、辺ＣＤを底辺と

したときの高さを表す

直線をかき、必要な部

分を図っ 

て面積を 

求めよう。 

 

問題２  

右の平行四辺形の 

「底辺」は赤、 

「高さ」は青で示し、 

公式にあてはめて面積を求めよう。 



４ 

底辺の長さ

が一定の平行

四辺形の高さ

と面積の変わ

り方を表や式

から調べる数

学的活動を通

して、底辺の

長さが一定の

平行四辺形の

高さと面積は

比例関係があ

ることに気付

き、面積が高

さに比例して

いる理由を明

確にして説明

することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、高さと面

積の関係を式に表し、

高さを 1ｃｍずつ増や

していくと、面積がど

のように変化するのか

表にかき込む。 

３．全体追究で、高さが２

倍、３倍…になると、面

積も２倍、３倍…にな

るから、面積は高さに

比例しているとまとめ

る。 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、高さ〇㎝

と面積△㎠の関係を式

に表す。また、平行四辺

形の求積公式に当ては

めながら式と表をつく

り、高さと面積の関係

を調べる。 

３．ペア交流・全体追究を

通して、表に書き込ん

だ矢印から、高さと面

積が比例関係であるこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、高さ○

㎝、面積△㎠として式

化し、表を完成させる。

また、矢印などを入れ

ることで、高さと面積

が比例の関係にあるこ

とに気付く。 

３．ペア交流・全体追究を

通して、式と表から、比

例の関係であることを

確認し、大切な考え方

としてまとめる。 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．振り返りをする。 

◎平行四辺形の底辺

は変えずに、高さを

変えることをおさ

え、求積公式にあて

はめながら、「高さ」

と「面積」の関係に

着目して表をつく

る。 

 

◎個人追究時、【じっ

くりコース】【ちゃ

くちゃくコース】

は、表の高さ○㎝の

み入っている表を

配り、【チャレンジ

コース】はノートに

表を自力で完成さ

せる。 

５ 

既習の平行

四辺形や長方

形の面積の求

め方をもとに

してもとにし

て、三角形の

面積の求め方

を考える数学

的活動を通し

て、倍積変形

や等積変形を

して既習の求

積公式が使え

る図形にすれ

ばよいことに

気付き、その

考えをタブレ

ットを利用し

て分かりやす

く説明するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、【アイテ

ムカード】から既習の

操作を選び、２倍した

り、切って移動したり

して平行四辺形に変形

すれば、公式を使って

面積を求めることがで

きることに気付く 。 

３．全体追究で、２倍して

長方形に変形する方法

を教師から提示し、３

つの考え方から、平行

四辺形や長方形に変形

すればよいことを確認

する。  

４．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

・３種類あることを知る。 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、実際に図

形を切って回転させた

り、２倍したり、回転さ

せたりしながら、長方

形や平行四辺形に変え

て、面積を求める。 

３．ペア交流では、タブレ

ットとノートを使って

分かりやすく説明す

る。 

４．全体追究で、長方形や

平行四辺形になおせ

ば、既習の公式に当て

はめて計算できること

に気付く。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

・３種類の方法で求める。 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、既習の平

行四辺形や長方形に変

形すれば公式が使える

ことに気付き、倍積変

形や等積変形の考えを

ノートにまとめる。 

３．スクランブル交流で、

タブレットで図形の移

動をノートで式や計算

などを筋道立てて説明

する。 

４．全体追究で、それぞれ

の考え方の共通点を見

付ける。また、数値の共

通点から公式につなが

る発言を価値付ける。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

７．振り返りをする。 

◎長方形や平行四辺

形などの求積可能

な図形に帰着し、ア

イテム（既習の求積

公式や方法）を使っ

て考えを進める見

通しをもたせる。 
 

◎平行四辺形と同様

に、既習の図形にな

おしていることを

確認し、公式だけで

なく方法（２倍す

る、高さ半分で切

る、回転する、移動

する、補助線を入れ

る etc．）も今後使え

るアイテムとして

カードにその都度

記入する。 

４．【うり問】で，一般化を図る。 

問題２ 右の三角形の面積を求める

とき、どのような形に変えますか。

図に表して、面積を求める式を書き

ましょう。 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

 

課題 平行四辺形の底辺が一定の時，高さと面積の関係を調べよう。 

まとめ 平行四辺形では、底辺が一定のとき、面積は高さに比例している。 

また、高さが一定のとき、面積は底辺に比例している。 

問題１ 底辺が４㎝の平行四辺形の高さを、右のように 

変えていきます。高さと面積の変わり方を調べよう。 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

問題１ 次の三角形の面積を求めよう。 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

底辺の長さが一定

の平行四辺形の高

さと面積の変わり

方を表や式から考

え、比例関係があ

ることを説明して

いる。 

課題 図形を回転したり切ったりして習った公式が使えるように変形し、 

三角形の面積の求め方を説明しよう。 

問題２ 高さ３㎝の平行四辺形の底辺の長さを、右の 

ように変えていきます。底辺を〇㎝、面積を△㎠と 

したとき、底辺の長さと面積の関係を式や表に表そう。 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

三角形を平行四辺

形や長方形に変形

し、既習の求積公

式を使って、三角

形の面積の求め方

を分かりやすく説

明している。 

まとめ 三角形の面積も、２倍にしたり、切って移動

させたりして、平行四辺形や長方形のような

これまでに学習した形にすれば、公式を使っ

て求めることができる。 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

問題２ 図のように長

方形の中に一点とり、

それぞれの頂点から直

線を引きます。色のつ

いた部分の面積が長方

形の半分になることを

説明 

しよ 

う。 



６ 

三角形に関

する「底面」、

「高さ」の用

語とそれらの

意味を理解

し、それらを

用いて簡潔か

つ的確な求積

公式を見付け

る数学的活動

を通して、求

積公式を導き

出し、どの辺

を底辺と見る

かによって、

高さが決まる

ことに気付

き、「底辺」×

「高さ」÷２

の公式を使っ

て正しく面積

を求めること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、変形した

平行四辺形や長方形の

辺の長さは、もとの三

角形のどこ長さにあた

るのか図の中に書き込

む。 

３．全体追究で、面積を求

める時に必要な長さに

ついて話し合う。また、

三角形の「底辺」「高さ」

の用語と意味を知り、

公式にまとめる。 

４．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

・問題に高さが示されて

ないときは、底辺に対

して垂直な直線を三角

定規を使って引くこと

を確認する。 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．練習問題で習熟を図

る。 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、変形した

図形の辺の長さは、元

の三角形のどの長さに

当たるかを明確にし、

図形と式を結び付け

て、共通点を見付ける。 

３．ペア交流で、タブレッ

トとノートを使って分

かりやすく説明する。 

４．全体追究で、前時の求

め方から図形と式を結

び付け、共通点を見付

け、三角形の「底辺」「高

さ」の用語と意味を知

り、公式にまとめる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、平行四辺

形の「底辺」「高さ」や

長方形の辺の長さは元

の三角形のどこの長さ

に当たるのかを、色や

矢印などを使って分か

りやすく示し、公式と

して使える共通する考

え方を見付ける。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、共通点に

気付き、公式をつくる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

◎三角形の「底辺」や

「高さ」が面積を求

めるのに必要な要

素であることを見

出す。 

 

◎三角形→平行四辺

形や長方形に変形

した際、変形する前

の三角形のどの部

分にあたるかを全

体で確認する。 

 

◎【うり問】を通して、

平行四辺形同様、ど

の辺を底辺とみる

かによって高さが

違うことを押さえ

る。また、【チャレン

ジコース】では高さ

の微妙な誤差によ

って、面積の数値に

も誤差が生じるこ

とに気付かせる。 

７ 

既習の三角

形の面積の求

め方をもとに

して、高さが

底辺の延長線

上にある三角

形の面積の求

め方を考える

数学的活動を

通して、高さ

が底辺の延長

線上にある場

合でも、三角

形の求積公式

が適用できる

ことに気付

き、その考え

方を説明する

ことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、公式に当

てはめて計算し、高さ

が平行四辺形の中に入

るように形を変えて

も、１２㎠になるのか

確かめる。 

３．全体追究で、どちらの

考えでも「底辺」×「高

さ」÷２で面積を求め

ることができることに

気付く。 

４．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、実際に図

形を２倍したり、切っ

て回転させたりして、

高さが底辺上にある平

行四辺形をつくる。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、それぞれ

の考えの÷２の違いや

共通点に気付き、公式

をつくる。 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、高さが底

辺上にくるような平行

四辺形に変形すればよ

いことに気付き、その

答えと公式にあてはめ

て出した答えが同じに

なることを確認する。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、共通点に

気付き、公式をつくる。 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．振り返りをする。 

◎三角形の高さが、底

辺の延長線に対し

て垂直であること

を確認し、前時との

違いに気付かせる。 

 

◎既習の平行四辺形

に倍積変形したり

高さが半分の平行

四辺形に変形した

りして、式変形を行

えばどれも既習の

三角形の求積公式

になることを全体

で確認する。 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

 問題１ 前時の三角形の面積の求め方をふりかえり、 

三角形の面積を求める公式をつくろう。 

 

まとめ 三角形の面積＝底辺×高さ÷２ 

底辺と高さが分かれば、三角形の面積を求めることができる。 

課題 どこの長さが分かればよいかを確かめ、 

三角形の面積を求める公式をつくろう。 

【評価規準】 

◆知識・理解◆ 

三角形の「底辺」、

「高さ」の用語と

それらの意味や、

求積の公式を理解

し、公式を適用し

て面積を求めてい

る。 

まとめ 高さが三角形の外にあっても、三角形の面積は、 

底辺×高さ÷２で求められる。 

 

問題２ 左の三角形で 

必要なところの 

長さを 

はかっ 

て、面積を 

求めよう。 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

既習の三角形の面

積の求め方をもと

に、平行四辺形に

変形して考え、高

さが底辺の延長線

上にある場合も求

積公式が適用でき

ることを説明して

いる。 

②習熟を 

図る時間 

問題２ 次の三角

形の面積

を求めよ

う。 問題２ 

右の三角形 

で、辺ＡＣ 

を底辺としたときの、

高さを表す直線をか

き、必要な部分を図っ

て面積を求めよう。 

 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

問題１ 右の三角形で、辺ＢＣを底辺としたとき、 

面積が底辺×高さ÷２で求められるか考えよう。 

 
課題 高さが三角形の外にあるときも公式が使えることを確かめよう。 

問題２ 次の三角 

形の面積を， 

２通りの 

方法で求 

めよう。 

５．【うり問】で，一般化を図る。 

問題２ 右の三角形の

○あ～○う  の面積が等 

しいわけを説明しよう。 ①自分の

考えづく

りをする 

時間 



８
（
本
時
） 

  

※本時の展開参照 

◎平行四辺形や三角

形などの求積可能

な図形に帰着し、既

習の求積公式を使

って考える。 
◎次時つながる簡潔

な３つの方法を取

り上げる。 

９ 

台形に関す

る「上底」、「下

底」、「高さ」

の用語とそれ

らの意味を理

解し、それら

を用いて簡潔

かつ的確な求

積公式を見付

ける数学的活

動を通して、

求積公式を導

き出し、どの

辺を底辺と見

るかによっ

て、高さが決

まることに気

付き、（上底＋

下底）×高さ

÷２の公式を

使って正しく

面積を求める

ことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、変形した

平行四辺形の辺の長さ

は、もとの台形のどこ

長さにあたるのかを色

で示し、書き込む。 

３．全体追究で、面積を求

める時に必要な長さに

ついて話し合う。また、

台形の「上底」「下底」

「高さ」の用語と意味

を知り公式にまとめる 

４．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、変形後の

底辺と高さの長さは元

の台形のどこの長さに

当たるかを明確にし、

図と式を結び付ける。 

３．ペア交流で、タブレッ

トとノートを使って分

かりやすく説明する。 

４．全体追究で、共通点を

見付け、台形の「上底」

「下底」「高さ」の用語

と意味を知り、公式に

まとめる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、平行四辺

形の「底辺」「高さ」は

元の台形のどこの長さ

に当たるのかを、色や

矢印などを使って分か

りやすく示し、公式と

して使える共通する考

え方を見付ける。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、共通点に

気付き、公式をつくる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

７．練習問題で習熟を図

る。 

８．振り返りをする。 

◎台形の「上底」や「下

底」、「高さ」が面積

を求めるのに必要

な要素であること

を見出す。 

 

◎台形→平行四辺形

変形した際、変形す

る前の台形のどの

部分にあたるかを

全体で確認する。 

 

◎平行四辺形の「底

辺」が、台形の「上

底」と「下底」の和

に等しくなってい

ることに着目させ

ながら、式の意味を

説明させる。 

⒑ 
既習の図形

の面積の求め

方をもとにし

て、ひし形の

面積の求め方

を考える数学

的活動を通し

て、倍積変形

したり三角形

に分割したり

して既習の求

積公式が使え

る図形にすれ

ばよいことに

気付き、その

考えをタブレ

ットを利用し

て分かりやす

く説明するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、補助線を

入れて２倍に変形した

り、三角形に分割した

りして、既習の公式を

使って求めることがで

きることに気付く。 

３．全体追究で、求積に必

要な長さを色で示すこ

とで共通点に気付き、

公式をつくる。 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、図形に補

助線を入れたり、２倍

にしたりして面積を求

める。 

３．全体追究で、立式した

それぞれの数が元のひ

し形のどこの長さに当

たるのか考え、共通点

見付け公式をつくる。 

 

 

 

 

 

５．学習をまとめる。 

 

 

 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、既習の図

形に変形するとその辺

の長さが対角線と等し

いことに気付き、そこ

から公式を導き出す。 

３．ペア交流で、タブレッ

トで図形の移動を、ノ

ートで式や計算などを

筋道立てて説明する。 

４．全体追究で、共通点に

気付き、公式をつくる。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

７．振り返りをする。 

◎長方形（倍積変形）

や三角形などの求

積可能な図形に帰

着し、既習の求積公

式を使って考える。 
 

◎ひし形のどの部分

の長さを使ってい

るのかを全体で確

認し、共通点に着目

して求積の仕方を

まとめる。 

 

◎【チャレンジコー

ス】の【うり問】は

対角線が垂直に交

わる四角形とする。 

問題２ 

右の台形 

ＡＢＣＤに 

対角線をひいた。 

三角形ＡＥＢと面積が

等しい三角形を見付け

理由を説明しよう。 

問題２  

右の台形の面 

積を求めよう。 

【評価規準】 

◆知識・理解◆ 

台形の「上底」、

「下底」、「高

さ」の用語とそれ

らの意味や、求積

公式を理解し、公

式を適用して面積

を求めている。 

【評価規準】 

◆思考・判断・表現◆ 

ひし形を求積でき

る図形に変えるな

ど、工夫して、面

積の求め方を説明

している。 

②習熟を 

図る時間 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

まとめ 台形の面積＝（上底+下底）×高さ÷２ 

上底、下底と高さが分かれば、 

台形の面積を求めることができる。 

問題２ 次の台形の

面積を求めよう。 

【評価規準】 ◆思考・判断・表現◆ 

倍積変形・等積変形したり、三角形に分割したりして、既習の求
積公式を使って台形の面積の求め方を考え、タブレット端末で図
形を操作しながら聴き手が分かりやすいように説明している。 

①自分の

考えづく

りをする 

時間 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

問題１ ２倍して平行四辺形にする方法をもとに、 

右の台形の面積を計算で求める方法を考えよう。 

課題 どこの長さが分かればよいかを確かめ、 

台形の面積を求める公式をつくろう。 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

問題１ 右のひし形の面積を求めよう。 

課題 ひし形の面積を工夫して求めよう。 

４．【うり問】で，一般化を図る。 

問題２ 右のひし形

の面積を求めよう。 

問題２  

右のたこ 

型四角形の 

面積を求めよう。 

まとめ ひし形の面積は、対角線をひいて、 

対角線×対角線÷２で、求めることができる。 

（チャレンジ）また、四角形にも応用できる。 



 

⒒ 

既習の図形

の面積の求め

方をもとにし

て、四角形や

五角形の面積

の求め方を考

える数学的活

動を通して、

複雑な形にな

っても既習の

求積できる図

形に分けた

り、組み合わ

せたりすれば

よいことに気

付き、工夫し

て図形の面積

を求めること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、 今まで

のどのアイテムが使え

そうか考える。また、三

角形に分割した後の長

さの測定が正しくでき

るように、測ったとこ

ろを色で示し、を確認

する。 

３．ペア交流で、どのアイ

テムを使ったのかをは

っきりさせ、自分の考

えを仲間に分かりやす

く伝える。 

４．全体追究で、既習の図

形に変形すれば、どん

な形の面積も求められ

ることに気付く。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

６．練習問題で習熟を図 

る。 

７．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、図形に補

助線を入れ、既習の図

形に変形して面積を求

めれば公式が使えるこ

とに気付く。 

３．スクランブル交流で、

自分の考えを筋道立て

て説明する。また、他の

考え方を知り、相違点

や共通点に気付く。 

４．全体追究で、既習の求

積できる図形に分けれ

ばよいことを確認し、

より簡潔にできる方法

を話し合う。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図 

る。 

８．振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

２．個人追究で、今までの

アイテムをフル活用し

て、一番簡潔な方法を

探りながら図形の面積

を求める。 

３．小集団交流（４～５

人）で、自分以外の考え

方に触れ、相違点や共

通点を話し合い、その

中でより簡潔な方法を

見付け出す。 

４．全体追究で、より簡潔

な方法を確認し、もっ

と複雑な形もできそう

という見通しをもつ。 

５．【うり問】で、一般化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

６．学習をまとめる。 

 

 

 

７．練習問題で習熟を図 

る。（六・七角形等） 

８．振り返りをする。 

◎既習の求積公式が

使えそうな形にす

れば面積を求める

ことができそうだ

という見通しをも

たせる。 

 

◎いろいろな考えに

出会えるように、

【ちゃくちゃくコ

ース】はスクランブ

ル交流、【チャレン

ジコース】は小集団

交流を位置付け、よ

り簡潔な方法を見

付け出せるように

する。 

 

◎六角形や七角形な

ど、もっと複雑な図

形になっても既習

の求積可能な図形

に帰着して考える

と求めることがで

きる。 

⒓ 

基本的な学

習内容を理解

しているか確

認し、それに

習熟する。 

 

 

 

 

※【じっくりコース】は、

たしかめ問題の□1 □2
□3 は確実にやりきる。 

 

 

 

 

※【ちゃくちゃくコース】

は、Ｐ２１９のたしか

め問題□1 ～□5 を確実

にやりきる。（早く終わ

った児童は、今までの

鉛筆問題に挑戦する） 

 

 

 

 

※【チャレンジコース】

は、たしかめ問題□1 ～

□5 とＰ２２０のチャ

レンジ問題□6 □7 まで

をやりきる。 

 

１．問題場面を把握し，課題づくりをする。 

問題１ 必要なところの長さをはかって、 

左の四角形の面積を求めよう。 

問題２ 次の図形の 

面積を求めましょう。 

課題 すべてのアイテムを使いこなして図形の面積を求めよう。 

まとめ 四角形や五角形（やもっと複雑な図形）の面積も、公式が 

使える図形に分けたり、組み合わせたりすれば求めることができる。 

【評価規準】 

◆知識・技能◆ 

平行四辺形、三角

形、台形、ひし形

の面積の求め方を

理解し、求積公式

を用いて面積を求

めている。 

【評価規準】 

◆知識・技能◆ 

四角形や五角形な

どの面積も、求積

できる図形に分け

たり、組み合わせ

たりして、面積を

工夫して求めてい

る。 

②習熟を 

図る時間 

課題 今までの学習でゲットしたアイテムを使いこなして、 

いろいろな問題にチャレンジしよう。 

②習熟を 

図る時間 

問題２  

次の五角 

形の面積を 

求めましょう。 

問題２ 次の図形の 

面積を求めましょう。 

 

 

・面積の概念と測定の意味 

・面積の単位と単位の相互関係 

・長方形、正方形の求積と公式 

・複合図形の求積（面積） 

４年１２ 面積 

 

 

・垂直の意味と垂直な直線のか

き方 

・平行の意味と平行な直線の性

質、かき方 

・台形、平行四辺形、ひし形の

定義と性質、かき方 

・四角形の対角線の性質 

４年６ 垂直、平行と四角形 

 

 

 

・平行四辺形や三角形、台形、

ひし形の面積の求め方と求

積公式 

・平行四辺形の底辺・高さと面

積の変わり方 

・一般四角形や五角形の求積 

５年１６ 四角形と三角形 

の面積 

 

 

・円の面積の求め方と求積公式 

６年３ 円の面積 

 

 

・「底面積」の用語と意味 

・角柱、円柱の体積の求め方と

求積公式 

・複合図形の求積（体積） 

・複合図形の求積（面積） 

６年６ 角柱と円柱の体積 

７ 内容の系統性          〈本単元〉 


